
年度　授業計画（シラバス）

45 (1) 時間(単位)

前期

《授業科目における学習内容》

《成績評価の方法と基準》

《使用教材（教科書）及び参考図書》

《授業外における学習方法》

《履修に当たっての留意点》

各コマに
おける

授業予定
現場見学実習

実
習
形
式

授業を
通じての
到達目標

実習で与えられた課題を遂行できる
不足していた点を補える

各コマに
おける

授業予定
現場見学実習

2025

専門分野 授業の方法 実習

授業時数(単位数)必修

実習レポートの見直し
担当者からの指摘および自身で感じた課題に対し、クリアできるよう復習

全出席にて評価対象とし、実習態度、実習レポート、実習担当者評価を合わせ総合的に評価を行う

第
4
回

使用教材

自身で準備した
資料およびテキス
ト

授業以外での準備学習
の具体的な内容

実習先に必要なものを
整理し、しっかりと準備を
しておく

第
5
回

第
2
回

自身で準備した
資料およびテキス
ト

実習で不足していると感
じた点について補ってお
く

第
3
回

自身で準備した
資料およびテキス
ト

実習で不足していると感
じた点について補ってお
く

内　　　容

実習の意義や内容を説明できる
本実習での自身の目標を設定でき述べられる

授業を
通じての
到達目標

各コマに
おける

授業予定

自身で準備した
資料およびテキス
ト

実習で不足していると感
じた点について補ってお
く

実
習
形
式

授業を
通じての
到達目標

実習で与えられた課題を遂行できる
不足していた点を補える

科  目  名

鍼灸美容学科

臨床実習Ⅱ

科　目　区　分

これまでの授業で使用した資料、テキスト

鍼灸師として必要な知識・技能・態度を身に付けるため、実際に鍼灸師が活動する現場にて見学実習を行う

学期及び曜時限

学        科

対 象 学 年

必修/選択の別

2年生 教室名

実際の現場で実習する貴重な機会です。主体的に現場での経験を吸収してください。そして、その経験から自身が目指す美
容鍼灸師像を確立してください。

担 当 教 員 各実習担当者
実務経験と

その関連資格

自身で準備した
資料およびテキス
ト

実習で不足していると感
じた点について補ってお
く

実習オリエンテーション、実習先での目標設定

授業の
方法

第
1
回

実
習
形
式

実
習
形
式

授業を
通じての
到達目標

実習で与えられた課題を遂行できる
不足していた点を補える

各コマに
おける

授業予定
現場見学実習

実
習
形
式

授業を
通じての
到達目標

実習で与えられた課題を遂行できる
不足していた点を補える

各コマに
おける

授業予定
現場見学実習



第
14
回

自身で準備した
資料およびテキス
ト

実習で不足していると感
じた点について補ってお
く

第
12
回

自身で準備した
資料およびテキス
ト

実習で不足していると感
じた点について補ってお
く

第
13
回

自身で準備した
資料およびテキス
ト

実習で不足していると感
じた点について補ってお
く

実
習
形
式

授業を
通じての
到達目標

実習で与えられた課題を遂行できる
不足していた点を補える

第
10
回

自身で準備した
資料およびテキス
ト

実習で不足していると感
じた点について補ってお
く

第
11
回

自身で準備した
資料およびテキス
ト

実習で不足していると感
じた点について補ってお
く

実
習
形
式

授業を
通じての
到達目標

実習で与えられた課題を遂行できる
不足していた点を補える

各コマに
おける

授業予定
現場見学実習

実
習
形
式

授業を
通じての
到達目標

実習で与えられた課題を遂行できる
不足していた点を補える

各コマに
おける

授業予定
現場見学実習

第
8
回

自身で準備した
資料およびテキス
ト

実習で不足していると感
じた点について補ってお
く

第
9
回

自身で準備した
資料およびテキス
ト

実習で不足していると感
じた点について補ってお
く

実
習
形
式

授業を
通じての
到達目標

実習で与えられた課題を遂行できる
不足していた点を補える

各コマに
おける

授業予定
現場見学実習

実
習
形
式

授業を
通じての
到達目標

実習で与えられた課題を遂行できる
不足していた点を補える

各コマに
おける

授業予定
現場見学実習

自身で準備した
資料およびテキス
ト

実習で不足していると感
じた点について補ってお
く現場見学実習

実習で不足していると感
じた点について補ってお
く

第
6
回

第
7
回

使用教材
授業以外での準備学習

の具体的な内容

第
15
回

自身で準備した
資料およびテキス
ト

実習で不足していると感
じた点について補ってお
く

実
習
形
式

授業を
通じての
到達目標

実習で与えられた課題を遂行できる
不足していた点を補える

各コマに
おける

授業予定

自身で準備した
資料およびテキス
ト

授業の
方法 内　　　容

実
習
形
式

授業を
通じての
到達目標

実習で与えられた課題を遂行できる
不足していた点を補える

各コマに
おける

授業予定
現場見学実習

実
習
形
式

授業を
通じての
到達目標

実習で与えられた課題を遂行できる
不足していた点を補える

各コマに
おける

授業予定
現場見学実習

各コマに
おける

授業予定
現場見学実習

実
習
形
式

授業を
通じての
到達目標

実習で与えられた課題を遂行できる
不足していた点を補える

各コマに
おける

授業予定
現場見学実習

実
習
形
式

授業を
通じての
到達目標

実習で与えられた課題を遂行できる
不足していた点を補える

各コマに
おける

授業予定
現場見学実習



第
20
回

実
習
形
式

授業を
通じての
到達目標

実習で与えられた課題を遂行できる
不足していた点を補える

自身で準備した
資料およびテキ
スト

実習で不足していると感
じた点について補って
おく各コマに

おける
授業予定

現場見学実習

第
19
回

実
習
形
式

授業を
通じての
到達目標

実習で与えられた課題を遂行できる
不足していた点を補える

自身で準備した
資料およびテキ
スト

実習で不足していると感
じた点について補って
おく各コマに

おける
授業予定

現場見学実習

第
18
回

実
習
形
式

授業を
通じての
到達目標

実習で与えられた課題を遂行できる
不足していた点を補える

自身で準備した
資料およびテキ
スト

実習で不足していると感
じた点について補って
おく各コマに

おける
授業予定

現場見学実習

第
17
回

実
習
形
式

授業を
通じての
到達目標

実習で与えられた課題を遂行できる
不足していた点を補える

自身で準備した
資料およびテキ
スト

実習で不足していると感
じた点について補って
おく各コマに

おける
授業予定

現場見学実習

各コマに
おける

授業予定

各コマに
おける

授業予定

授業を
通じての
到達目標

第
23
回

演
習
実
習
形
式

授業を
通じての
到達目標

自身の実習内容や成果・課題等について発表できる

スライド

第
25
回

第
24
回

各コマに
おける

授業予定

授業を
通じての
到達目標

各コマに
おける

授業予定
現場見学実習

第
22
回

演
習
実
習
形
式

授業を
通じての
到達目標

実習を振り返り、自身の成長と課題を述べられる
自身で準備した
資料およびテキ
スト

実習で不足していると感
じた点について補って
おく

第
21
回

実
習
形
式

授業を
通じての
到達目標

実習で与えられた課題を遂行できる
不足していた点を補える

自身で準備した
資料およびテキ
スト

実習で不足していると感
じた点について補って
おく

各コマに
おける

授業予定
実習まとめ、振り返り

実習について発表でき
るようまとめておく

現場見学実習

各コマに
おける

授業予定
実習報告

授業の
方法 内　　　容 使用教材

授業以外での準備学習
の具体的な内容

第
16
回

実
習
形
式

授業を
通じての
到達目標

実習で与えられた課題を遂行できる
不足していた点を補える

自身で準備した
資料およびテキ
スト

実習で不足していると感
じた点について補って
おく



各コマに
おける

授業予定

各コマに
おける

授業予定

第
35
回

授業を
通じての
到達目標

第
34
回

授業を
通じての
到達目標

各コマに
おける

授業予定

各コマに
おける

授業予定

第
33
回

授業を
通じての
到達目標

第
32
回

授業を
通じての
到達目標

各コマに
おける

授業予定

各コマに
おける

授業予定

各コマに
おける

授業予定

第
31
回

授業を
通じての
到達目標

第
30
回

授業を
通じての
到達目標

各コマに
おける

授業予定

各コマに
おける

授業予定

第
29
回

授業を
通じての
到達目標

第
28
回

授業を
通じての
到達目標

各コマに
おける

授業予定

第
27
回

授業を
通じての
到達目標

第
26
回

授業を
通じての
到達目標

授業の
方法 内　　　容 使用教材

授業以外での準備学習
の具体的な内容


